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目標 ともに学び 豊かな心で未来を切り拓く子の育成

○ ６年生 全国学力・学習状況調査結果 その１
じ よ う き よ う ち よ う さ け つ か

４月１８日（木）に、全国の小学６年生・中学３年生を対象に実施された全国学力・学習状況調査の結
た い しよう じ つ し

果が出ましたので、お知らせします。なお、本校は、国語・算数の両教科ともに、福井県の結果を
りよう きよう か

上回る大変良好な結果でした。 ※広報『南えちぜん』１０月号P．９もご覧ください。
りよう こ う こ う ほ う ら ん

全 国 （正答率） 福井県（正答率）
せ い と う り つ

国 語 ６３．８％ ７２．０％（全国２位）

算 数 ６６．６％ ６９．０％（全国４位）

全国（公立）１０２万８１７７人 福井県 ６８４６人 本校 ３９名 受検
じ ゆ け ん

【国語】 本校の６年生が、福井県の正答率より３ポイント以上低かった問題 ２問
ひ く も ん だ い

☆習っている漢字がひらがなになっているところがあることに気づき、書き直すことにしました。
な ら か ん な お

「そこで、地いきの人三十人を調査のたいしょうとして、公衆電話は必要かどうかを聞いた
ちよう さ こ う しゆう ひ つ よ う

ところ、ほとんどの人が必要だと回答しました。」
ひ つ よ う か い と う

のひらがなを、漢字でていねいに書きましょう。

同音異義語の漢字問題です。「たいしょう」という漢字には、対象、対称、対照、大賞、
ど う い ぎ ご

大将、大正、大勝などがありますが、高校入試などでよく出題されるのは、「対象・対称・
にゆう し しゆつ だ い

対照」の使い分けです。意味の違いが分かり、その漢字を書けるかどうかがポイントです。
ち が

対象：（働きかける）目標や目的となるもの 使用例：「対象」年齢６歳以上
はたら も く ひよう て き し よ う れ い ね ん れ い さ い

対称：互いに対応してつり合っていること 使用例： 左右「対称」に設計
た が た い お う せ つ け い

対照：二つのものを照らし合わせて比較すること、違いが際立つ二つのものが並ぶこと
て ひ か く ち が き わ だ な ら

使用例：「対照」的な性格の兄と弟
て き せ い か く

答え 対象

☆宮原さんは自分でも梅干しを作ろうと思い、必要な情報が書かれていそうな本を選びました。
う め ぼ じよう ほ う え ら

次は、「知りたいこと」 と本の「目次の一部」です。読むページとして最も適切なものを、
も く じ もつと て き せ つ

あとの １から４までの中から１つ選びましょう。

「知りたいこと」

梅干しを作るには、塩はどのくらい必要で、いつ入れたらいいのかな。
し お

「目次の一部」 第２章 梅干し

〇梅干しはどこからきたのか ・・・４０ページ １

・梅干しの起源
き げ ん

〇はじめてでも簡単 ！おうちで梅干し ・・・５５ページ ２
か ん た ん

・梅と塩、道具の選び方 ・作り方の手順とポイント
て じゆん

〇梅干しの活用術 ・・・６７ページ ３
じゆつ

・いわしの梅煮 ・わかめと梅干しのスープ
う め に

〇梅干しの豆知識 ・・・７７ページ ４
ま め ち し き

・故事とことわざ
こ じ

梅干しを作るために必要な塩の量と、いつ塩を入れるかについて知りたいので、「作り

方の手順とポイント」に書かれている内容を読むと分かります。

答え ２

【算数】 本校の６年生が、福井県の正答率より３ポイント以上低かった問題 １問

☆［ことねさんの計算の仕方］

４００ ÷ ２５ ＝

↓×４ ↓×４ 変わらない

１６００ ÷ １００ ＝ １６

だから、４００÷２５の答えの は、 １６です。

９０ ÷ １８ ＝

↓÷９ ↓÷９ 変わらない

１０ ÷ ２ ＝ ５

だから、９０÷１８の答えの は、 ５です。

［ことねさんの計算の仕方］をもとに、６００÷１５について考えます。

６００ ÷ １５ ＝

↓ ① ↓ ② 変わらない

エ ÷ オ ＝ カ

だから、６００÷１５の答えの は、 キ です。

上の①にあてはまるものを、下の の中から１つ選び、また、上の②にあてはまるも

のを、下の の中から１つ選んで、それぞれ書きましょう。

ただし、それぞれ、どれを選んでもかまいません。

① ×２ ÷３ ÷５ ② ×２ ÷３ ÷５

さらに、上のエ、オ、カ、キに入る数を書きましょう。

①、②は、３つのうちの同じものを選びます。 エ、オは、①、②で選んだ計算をした答え

が入ります。また、カ、キは、６００÷１５の答え、４０が入ります。

答え ① ×２ （÷３）（÷５） ② ×２ （÷３）（÷５）

エ １２００（２００）（１２０） オ ３０（５）（３） カ ４０ キ ４０


